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─
─
菊
池
勇
夫
「
社
會
事
業
法
域
の
成
立
に
つ
い
て
─
─
社
會
行
政
發
展
の
一
側
面
」�

　
　
（
一
九
三
八
年
）
を
読
む

�

山　

田　
　
　

晋　

一
　
は
じ
め
に

わ
が
国
の
社
会
保
障
（
法
・
学
）
の
発
展
に
関
し
て
、
憲
法
二
五
条
の
役
割
は
決
定
的
で
あ
る
。
実
質
的
に
そ
れ
は
憲
法
二
五
条

制
定
後
に
展
開
し
て
き
た
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
し
か
し
社
会
保
障
（
法
・
法
学
）
は
戦
後
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
か
っ

た
。
憲
法
価
値
の
大
い
な
る
転
換
が
あ
り
、
戦
前
─
戦
後
を
連
続
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
前
の
法
制
、

行
政
、
官
僚
、
研
究
者
、
国
民
の
対
応
の
正
負
の
遺
産
の
上
に
そ
れ
は
構
築
さ
れ
て
き
た
。

典
型
的
な
戦
後
の
概
念
で
あ
り
用
語
と
思
わ
れ
る
「
社
会
福
祉
」
も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
荒
木
誠
之
教
授
は
、
戦
前
の
社
会

事
業
と
戦
後
の
社
会
福
祉
と
は
「
本
質
的
に
は
共
通
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
条

件
は
大
き
く
ち
が
っ
て
い
た
た
め
、
両
者
の
間
に
は
事
業
の
位
置
づ
け
や
機
能
に
か
な
り
の
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
」
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り
、「
明
治
か
ら
昭
和
の
戦
時
中
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
明
治
憲
法
下
の
わ
が
国
は
社
会
立
法
の
発
展
を
困
難
に
す
る
半
封
建
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
支
配
の
下
に
あ
っ
た
」
た
め
社
会
福
祉
法
制
の
「
全
面
的
な
展
開
は
戦
後
の
生
存
権
保
障
体
制
の
時
期
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た（
１
）」

と
す
る
。
ま
た
河
野
正
輝
教
授
は
「
戦
後
の
社
会
福
祉
は
、
戦
前
の
社
会
事
業
と
比
し
て
、
そ
の
連
続
面
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
決
定
的
に
異
な
る
性
格
を
付
与
さ
れ
」、「
生
存
権
保
障
の
一
環
を
担
う
制
度
と
し
て
…
…
再
出
発
し
た（
２
）」

と
す
る
。

海
図
を
失
い
迷
走
す
る
今
日
の
社
会
保
障
（
法
・
法
学
）
を
再
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
戦
前
の
正
負
の
遺
産
の
検
討
は
不
可
欠
で

あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
戦
前
既
に
「
社
会
法
」
研
究
を
す
す
め
、
戦
後
も
そ
れ
を
継
承
・
深
化
・
完
成
さ
せ
た
菊
池
勇
夫
が

一
九
三
〇
年
代
に
発
表
し
た
論
文
を
取
り
上
げ
、
戦
前
の
社
会
事
業
法
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

菊
池
勇
夫
は
戦
前
か
ら
の
数
少
な
い
社
会
法
研
究
者
で
、
戦
後
も
研
究
を
継
続
し
て
お
り
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
に
は
適
材
と
い

え
る
。

取
り
上
げ
る
論
文
「
社
會
事
業
法
域
の
成
立
に
つ
い
て
─
社
會
行
政
發
展
の
一
側
面
」『
野
村
教
授
還
暦
祝
賀
論
集
・
公
法
政
治

論
集
』（
有
斐
閣
、
昭
和
一
三
年
、
四
四
一
～
四
七
六
頁
）
は
、
戦
前
の
社
会
事
業
法
域
に
つ
い
て
の
一
連
の
菊
池
勇
夫
博
士
の
業

績
の
中
で
も
っ
と
も
質
的
・
量
的
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
菊
池
博
士
の
社
会
事
業
法
論
に
関
連
す
る
論
文
と
し
て
は
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
社
会
法
」　

社
会
思
想
社
編
『
社
会
科
学
大
辞
典
』
改
造
社
、
昭
和
五
年
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「
社
会
事
業
と
法
律
」　
『
社
会
事
業
研
究
』
二
二
巻
二
号
、
一
～
六
頁
、
昭
和
九
年
二
月
（
の
ち
に
菊
池
勇
夫
『
社
会
保
障
法
の

形
成
』
有
斐
閣
、
昭
和
四
五
年
に
所
収
。
同
書
を
以
下
『
形
成
』
と
す
る
）

「
我
国
社
会
事
業
立
法
の
発
達
」　
『
社
会
事
業
研
究
』
二
二
巻
九
号
、
一
～
九
頁
、
昭
和
九
年
九
月
（
の
ち
に
『
形
成
』
に
所
収
）

「
社
会
事
業
法
と
社
会
法
体
系
」　
『
社
会
事
業
研
究
』
二
三
巻
一
号
、
一
二
～
一
八
頁
、
昭
和
一
〇
年
一
月
（
の
ち
に
『
形
成
』

に
所
収
）

「
社
会
立
法
と
し
て
の
児
童
保
護
法
制
」　
『
社
会
事
業
』
一
九
巻
一
号
、
二
～
八
頁
、
昭
和
一
〇
年
四
月

「
児
童
虐
待
防
止
法
の
趣
旨
と
そ
の
社
会
的
効
果
」　
『
社
会
事
業
』
一
九
巻
六
号
、
二
～
一
〇
頁
、
昭
和
一
〇
年
九
月
号

「
社
会
立
法
と
当
面
の
政
局
─
総
選
挙
か
ら
次
の
議
会
へ
の
展
望
」　
『
社
会
事
業
』
一
九
巻
一
一
号
、
一
五
～
二
〇
頁
、
昭
和

一
一
年
二
月
号

「
社
会
立
法
と
社
会
事
業
家
の
任
務
」　
『
社
会
事
業
研
究
』
二
四
巻
七
号
、
一
～
六
頁
、
昭
和
一
一
年
七
月
号
（
の
ち
に
『
形
成
』

に
所
収
）
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菊池勇夫 関連年表
菊池勇夫論文 文献 社会立法 政治

昭和
５年

（1930）

「社会法」（『社会科学大事典』） 橋本文雄「我国の救護制度」 昭和恐慌

６年
（1931）

山崎厳『救貧法要義』 （重要産業統制法）
労働者災害扶助法

柳条湖事件（満州事変）

７年
（1932）

救護法（1929年成立）
施行

「満州国」建国宣言

８年
（1933）

生江孝之『社会事業綱要』 児童虐待防止法
少年教護法

国際連盟より脱退
京大瀧川事件
ナチス政権成立

９年
（1934）

２月「社会事業と法律」
９月「我国社会事業立法の発達」
※九州帝國大学にて「社会事業法」講義

４月　橋本文雄「社会立法と社会人の責務」
山口正『社会事業研究』
穂積重遠『救護法』

陸軍省「国防の本義と
其強化の提唱」

10年
（1935）

１月「我国社会事業と社会法体系」
４月「社会立法としての児童保護法制」
９月号「児童虐待防止法の趣旨とその社会的効果」
「労働者災害補償の本質」
※「私が社会法の全体系を各分野に亘つてようやく解明できたと思つたのは昭和10年代である
が」「社会法と私」

天皇機関説事件

11年
（1936）

２月「社会立法と当面の政局─総選挙から次の議会への展望」
７月「社会立法と社会事業家の任務」
「社会法」・「労働法」『法律学辞典Ⅱ』

方面委員令
退職積立金及退職手当法

2.26事件
日独防共協定

12年
（1937）

「我国における社会立法の発達─労働立法を中心として」
「労働契約の本質─その社会法的性質」
「退職積立金及退職手当法の主要問題」

大河内一男「社会政策と資本主義経済」
藤野恵・持永義夫『社会行政』

母子保護法
軍事扶助法（大正６年
軍事救護法を改正）

廬溝橋事件
国民精神総動員運動
人民戦線事件

13年
（1938）

「社會事業法域の成立について─社會行政發展の一側面」
「近代法と経済との関係─経済法の序論的考察」

大河内一男「我国に於ける社会事業の現在及び将来」
風早八十二「社会事業と社会政策」

社会事業法
保健所法
国家総動員法
厚生省，発足

14年
（1939）

後藤清『厚生法』 職員健康保険法
船員保険法

15年
（1940）

４月「社会事業本質の再検討─時局下におけるその任務」 後藤清「社会事業法の生成・分化・発展」
鵜飼信成『社会行政法』
灘尾弘吉『社会事業行政』

16年
（1941）

10月「社会事業新体制に関する一考察」 後藤清「厚生法の領域」 医療保護法
労働者年金保険法

17年
（1942）

「社会保険法の対象と本質」
９月「厚生問題の重点─社会事業立法の動向」
「厚生事業の体系及び範囲に就いて」

戦時災害保護法
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菊池勇夫 関連年表
菊池勇夫論文 文献 社会立法 政治

昭和
５年

（1930）

「社会法」（『社会科学大事典』） 橋本文雄「我国の救護制度」 昭和恐慌

６年
（1931）

山崎厳『救貧法要義』 （重要産業統制法）
労働者災害扶助法

柳条湖事件（満州事変）

７年
（1932）

救護法（1929年成立）
施行

「満州国」建国宣言

８年
（1933）

生江孝之『社会事業綱要』 児童虐待防止法
少年教護法

国際連盟より脱退
京大瀧川事件
ナチス政権成立

９年
（1934）

２月「社会事業と法律」
９月「我国社会事業立法の発達」
※九州帝國大学にて「社会事業法」講義

４月　橋本文雄「社会立法と社会人の責務」
山口正『社会事業研究』
穂積重遠『救護法』

陸軍省「国防の本義と
其強化の提唱」

10年
（1935）

１月「我国社会事業と社会法体系」
４月「社会立法としての児童保護法制」
９月号「児童虐待防止法の趣旨とその社会的効果」
「労働者災害補償の本質」
※「私が社会法の全体系を各分野に亘つてようやく解明できたと思つたのは昭和10年代である
が」「社会法と私」

天皇機関説事件

11年
（1936）

２月「社会立法と当面の政局─総選挙から次の議会への展望」
７月「社会立法と社会事業家の任務」
「社会法」・「労働法」『法律学辞典Ⅱ』

方面委員令
退職積立金及退職手当法

2.26事件
日独防共協定

12年
（1937）

「我国における社会立法の発達─労働立法を中心として」
「労働契約の本質─その社会法的性質」
「退職積立金及退職手当法の主要問題」

大河内一男「社会政策と資本主義経済」
藤野恵・持永義夫『社会行政』

母子保護法
軍事扶助法（大正６年
軍事救護法を改正）

廬溝橋事件
国民精神総動員運動
人民戦線事件

13年
（1938）

「社會事業法域の成立について─社會行政發展の一側面」
「近代法と経済との関係─経済法の序論的考察」

大河内一男「我国に於ける社会事業の現在及び将来」
風早八十二「社会事業と社会政策」

社会事業法
保健所法
国家総動員法
厚生省，発足

14年
（1939）

後藤清『厚生法』 職員健康保険法
船員保険法

15年
（1940）

４月「社会事業本質の再検討─時局下におけるその任務」 後藤清「社会事業法の生成・分化・発展」
鵜飼信成『社会行政法』
灘尾弘吉『社会事業行政』

16年
（1941）

10月「社会事業新体制に関する一考察」 後藤清「厚生法の領域」 医療保護法
労働者年金保険法

17年
（1942）

「社会保険法の対象と本質」
９月「厚生問題の重点─社会事業立法の動向」
「厚生事業の体系及び範囲に就いて」

戦時災害保護法
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「
社
会
法
」・「
労
働
法
」　
『
法
律
学
辞
典　

Ⅱ
』　

岩
波
書
店
、
昭
和
一
一
年

「
我
国
に
お
け
る
社
会
立
法
の
発
達
─
労
働
立
法
を
中
心
と
し
て
」　
『
国
家
学
会
五
十
周
年
記
念
論
集
』
有
斐
閣
、
六
三
九
～

六
七
二
頁
、
昭
和
一
二
年

「
社
會
事
業
法
域
の
成
立
に
つ
い
て
─
社
會
行
政
發
展
の
一
側
面
」　
『
野
村
教
授
還
暦
祝
賀
論
集
・
公
法
政
治
論
集
』
書
肆
有
斐

閣
、
四
四
一
～
四
七
六
頁
、
昭
和
一
三
年
（
の
ち
に
『
形
成
』
に
所
収
）

「
近
代
法
と
経
済
と
の
関
係
─
経
済
法
の
序
論
的
考
察
」　
『
牧
野
教
授
還
暦
祝
賀　

法
理
論
集
』
有
斐
閣
、
六
〇
九
～
六
五
五
頁
、

昭
和
一
三
年
（
の
ち
に
菊
池
勇
夫
『
社
会
法
の
基
本
問
題
─
労
働
法
・
社
会
保
障
法
・
経
済
法
の
体
系
』
有
斐
閣
、
昭
和
四
三
年
に

所
収
）

菊
池
博
士
の
社
会
法
論
等
の
研
究
業
績
に
つ
い
て
の
検
討
・
評
価
は
、
戦
前
そ
れ
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
戦
後
の
も
の
と
し

て
は
、
丹
宗
昭
信
「
日
本
に
お
け
る
社
会
法
理
論
の
展
開
」『
法
律
時
報
』
三
〇
巻
四
〇
号
（
一
九
五
八
年
）、
同
「
社
会
法
理
論
の

発
展
」
菊
池
勇
夫
編
『
社
会
法
綜
説
（
上
）・
九
州
大
学
社
会
法
講
座
三
十
周
年
記
念
』
有
斐
閣
（
一
九
五
八
年
）、
上
村
政
彦
「
社

会
保
障
法
の
展
開
─
菊
池
勇
夫
博
士
の
研
究
を
た
ど
っ
て
」『
季
刊
・
社
会
保
障
研
究
』
二
巻
四
号
（
一
九
六
七
年
）、
深
山
喜
一
郎
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「
菊
池
労
働
法
理
論
の
国
際
的
視
野
」、
林
迪
葊
「
菊
池
先
生
と
社
会
法
の
体
系
」
い
ず
れ
も
（
九
州
大
学
）『
法
政
研
究
』
四
二
巻

四
号
（
一
九
七
五
年
）、
柳
澤
旭
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
─
政
策
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
同
異
性
」『
大
憲
論
叢
』
一
七
巻
一
号

（
一
九
七
七
年
）
五
三
頁
以
下
所
収
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
近
年
あ
ら
た
に
、
菊
池
博
士
の
労
働
法
、
と
り
わ
け
労
働
契
約
論
に
つ
き
、
柳
澤
旭
「
労
働
契
約
の
法
的
定
義
と
性
質
─
菊

池
勇
夫
『
労
働
契
約
の
本
質
─
そ
の
社
会
法
的
性
質
に
つ
い
て
』（
１
９
３
７
年
）
を
読
む
」『
山
口
経
済
学
雑
誌
』
五
七
巻
五
号

（
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
労
働
契
約
の
定
義
に
つ
い
て
（
再
論
）
─
そ
の
社
会
法
的
と
ら
え
か
た
と
は
何
か
」『
山
口
経
済
学
雑
誌
』

五
八
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
な
ど
の
労
作
が
あ
る
。

な
お
社
会
事
業
史
学
に
お
け
る
菊
池
勇
夫
の
評
価
と
し
て
、
吉
田
久
一
教
授
の
見
解
が
あ
る
。
教
授
は
菊
池
勇
夫
が
、「
戦
時
中

第
二
列
的
に
見
ら
れ
が
ち
な
生
活
保
護
や
消
費
的
国
民
生
活
を
第
一
次
的
課
題
と
し
、
い
た
ず
ら
に
「
保
護
」
を
切
り
捨
て
る
社
会

事
業
拡
大
論
に
対
し
、
抑
制
的
態
度
を
と
っ
て
い
る
」
と
す
る（
３
）。

菊
池
勇
夫
は
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
六
月
岩
手
県
出
身
、
東
京
帝
國
大
学
法
学
部
フ
ラ
ン
ス
法
律
学
科
卒
業
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東

京
支
局
勤
務
、
東
京
帝
國
大
学
大
学
院
に
て
末
弘
厳
太
郎
教
授
の
指
導
を
受
け
る
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
末
に
日
本
を

離
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
七
月
ま
で
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
滞
在
。
同
年
七
月
帰
国
後
、
同
年
一
〇
月

よ
り
九
州
帝
國
大
学
法
文
学
部
社
会
法
講
座
助
教
授
、
翌
年
に
教
授
と
な
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
～
一
九
五
三
（
昭
和

二
八
）
年
一
一
月
、
九
州
大
学
長
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月
九
州
大
学
を
定
年
退
官
。
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
死
去
。
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な
お
検
討
対
象
と
し
た
菊
池
勇
夫
の
諸
論
文
に
は
現
代
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
差
別
的
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
る
が
そ
の
ま
ま
引
用

し
た
。
旧
か
な
づ
か
い
は
一
部
変
更
し
た
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
荒
木
誠
之
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
菊
池
高
志
・
西
南
学
院
大
学
教
授
か
ら
貴
重
な
証
言
を
お
聴
き
で
き

た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
本
稿
は
ま
た
柳
澤
旭
・
山
口
大
学
名
誉
教
授
の
一
連
の
社
会
法
原
理
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

二�

　
菊
池
勇
夫
「
社
會
事
業
法
域
の
成
立
に
つ
い
て
─
社
會
行
政
發
展
の
一
面
」
の
概
要

本
論
文
は
以
下
の
四
部
構
成
を
と
る
。

一　

緒
言

二　

社
会
事
業
の
法
制
化

三　

社
会
事
業
法
規
の
特
質

四　

社
会
事
業
法
域
の
成
立

「
一　

緒
言
」
で
は
本
論
文
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
「
か
ね
て
よ
り
、
社
会
行
政
法
を
も
包
含
す
る
広
義
の
社
会

法
の
体
系
に
つ
い
て
、
労
働
法
と
経
済
法
の
他
に
社
会
事
業
法
の
領
域
を
挙
げ
て
」
き
た
が
、
こ
の
「
主
張
を
特
に
社
会
事
業
法
域



菊
池
勇
夫
の
社
会
事
業
法
論

121

も
関
し
て
明
ら
か
に
す
る
の
が
こ
の
小
稿
の
目
的
で
あ
る
」（
四
四
五
頁
）
と
す
る
。

「
二　

社
会
事
業
の
法
制
化
」
で
は
、「
Ⅰ　

社
会
事
業
の
特
質
」
と
「
Ⅱ　

法
制
化
の
三
態
様
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。「
Ⅰ　

社

会
事
業
の
特
質
」
で
は
、
社
会
事
業
と
慈
善
・
博
愛
事
業
と
の
差
異
を
明
確
し
た
上
で
、
そ
の
特
質
を
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、「
社

会
事
業
は
そ
の
沿
革
を
慈
恵
行
為
た
る
慈
善
事
業
及
び
博
愛
事
業
に
辿
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
業
の
中
心
は
今
日
も
や
は
り
貧
窮

の
救
済
に
あ
る
」
が
、
社
会
事
業
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
単
な
る
名
称
の
変
化
で
は
な
く
、
そ
こ
に
従
来
の

慈
善
事
業
・
博
愛
事
業
と
本
質
的
に
区
別
す
べ
き
理
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
救
貧
問
題
を
社

会
史
の
上
に
お
い
て
持
つ
と
こ
ろ
の
現
代
的
意
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。「
す
な
は
ち
貧
窮
が
近
代
資
本
主
義
経
済
社
会
の
必
然

的
産
物
と
し
て
発
生
す
る
に
及
び
、
そ
の
救
済
も
社
会
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
、
国
家
的
政
策
の
対
象
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と

と
な
つ
た
。」
そ
れ
ゆ
え
「
社
会
事
業
に
お
い
て
は
貧
乏
の
原
因
及
び
困
窮
状
態
、
之
に
関
連
す
る
犯
罪
そ
の
他
の
悪
弊
、
さ
ら
に

救
済
の
主
体
や
技
術
的
方
法
な
ど
、
全
く
以
前
の
時
代
と
性
質
を
異
に
す
る
」（
四
四
九
～
四
五
〇
頁
）。

そ
し
て
そ
の
主
な
特
色
は
、
第
一
に
、
社
会
事
業
の
「
要
救
済
者
は
（
イ
）
精
神
的
或
ひ
は
肉
体
的
欠
陥
者
、
す
な
わ
ち
盲
聾
唖
・

瘋
癲
・
白
痴
な
ど
、（
ロ
）
社
会
的
に
不
衡
平
な
待
遇
を
受
け
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
児
童
・
失
業
者
・
特
殊
部
落
民
な
ど
、（
ハ
）

犯
罪
人
特
に
免
囚
や
執
行
猶
予
を
受
け
た
者
な
ど
で
あ
る
」（
四
五
〇
頁
）。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
者
で
も
財
産
が
有
っ
て
生
活
に
困

難
し
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
敢
え
て
社
会
事
業
か
ら
の
救
済
を
要
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
要
救
済
者
た
る
こ
と
に

は
貧
窮
が
共
通
の
条
件
と
な
つ
て
ゐ
る
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
貧
窮
及
び
要
救
済
原
因
の
大
部
分
は
近
代
的
経
済
組

織
か
ら
直
接
又
は
間
接
に
生
産
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
之
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」（
四
五
〇
頁
）。
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第
二
の
特
色
は
、
社
会
事
業
の＜

専
門
技
術
化＞

で
あ
る
。

「
社
会
事
業
は
社
会
学
、
医
学
等
の
進
歩
し
た
科
学
的
智
識
を
応
用
し
て
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
ま
す
ま
す
技
術
化
の
程

度
を
高
め
て
い
る
。
在
来
の
慈
善
や
博
愛
に
お
い
て
は
救
済
を
行
ふ
側
の
主
観
的
動
機
（
宗
教
的
又
は
道
徳
的
）
が
本
位
と
な
つ
た

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
方
法
に
お
い
て
も
対
処
療
法
的
救
済
に
止
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
社
会
事
業
に
お
い
て
は
さ
ら
に
根
本

的
に
社
会
的
病
源
の
除
去
に
推
し
進
め
て
予
防
衛
生
的
な
方
法
に
向
か
つ
て
ゐ
る
」（
四
五
一
頁
）
と
い
う
。
例
え
ば
、
失
業
に
対

す
る
社
会
事
業
は
、
個
別
の
失
業
救
済
と
、
一
般
問
題
と
し
て
の
失
業
防
止
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

さ
ら
に
「
又
之
を
社
会
学
的
研
究
の
応
用
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
被
救
護
本
人
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
個
別
的
・
継
続
的
調
査
に

つ
い
て
の
技
術
が
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
と
共
に
（case w

ork

）、
さ
ら
に
社
会
的
環
境
そ
の
も
の
に
対
し
て
行
な
ふ
集
団
的
計
画
に

関
す
る
技
術
も
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（group w

ork or m
ass w

ork

）」（
四
五
一
～
二
頁
）。

第
三
の
特
色
は
「
社
会
事
業
の＜

法
制
化＞
」
で
あ
る
。「
社
会
事
業
は
国
家
的
・
公
共
的
社
会
事
業
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
、

私
設
社
会
事
業
に
対
し
て
は
公
共
的
任
務
を
行
は
ふ
た
め
の
補
助
機
関
と
し
て
之
を
助
成
す
る
と
共
に
監
督
を
加
へ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
に
社
会
事
業
行
政
が
発
達
し
、
行
政
の
基
準
た
る
法
規
を
必
要
と
す
る
に
至
る
。
し
た
が
つ
て
社
会
事
業
の
法
制
化
は
社

会
事
業
の
発
達
に
伴
ふ
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
」（
四
五
一
～
二
頁
）。

「
Ⅱ　

法
制
化
の
三
態
様
」
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ
社
会
事
業
が
、
ど
の
よ
う
な
態
様
で
立
法
化
さ
れ
て
い
る
か
を

三
類
型
で
論
じ
る
。
第
一
の
類
型
は
、「
社
会
事
業
の
中
心
た
る
、
貧
窮
者
及
び
罹
災
者
の
救
護
・
児
童
保
護
等
の
諸
事
業
が
法
制

化
す
る
場
合
」
で
救
護
法
、
罹
災
救
助
基
金
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
第
二
は
、「
社
会
事
業
を
直
接
の
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目
的
と
せ
ず
に
制
定
さ
れ
た
法
規
が
社
会
事
業
の
体
系
を
整
理
し
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
社
会
事
業
関
係
法
規
の
範
囲
内
に
取
入
れ
ら

れ
る
場
合
」
で
、
医
療
保
護
事
業
の
関
連
法
規
（
精
神
病
者
監
護
法
、
結
核
予
防
法
等
）、
経
済
保
護
事
業
及
び
労
働
保
護
事
業
の

関
連
法
規
（
簡
易
生
命
保
険
法
、
工
場
法
、
鉱
業
法
等
）
で
あ
る
。
第
三
の
類
型
は
、「
国
家
の
社
会
行
政
組
織
に
関
す
る
法
規
並

び
に
社
会
事
業
の
主
体
た
る
事
業
団
体
や
社
会
事
業
家
（
従
事
者
）
の
職
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
之
を
監
督
取
締
る
法
規
が
制

定
さ
れ
る
場
合
」
で
方
面
委
員
令
な
ど
で
あ
る
。

「
三　

社
会
事
業
法
規
の
特
質
」
で
は
、「
Ⅰ　

社
会
改
良
的
計
画
性
」
と
「
Ⅱ　

労
働
法
規
と
の
関
係
」
が
論
じ
ら
れ
る
。

「
Ⅰ　

社
会
改
良
的
計
画
性
」
で
は
、「
社
会
事
業
法
規
の
特
質
は
、
社
会
事
業
そ
の
も
の
の
特
質
が
法
規
に
関
し
て
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
の
も
の
」
で
、「
そ
の
特
質
を
社
会
改
良
的
計
画
性
と
し
て
把
へ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
四
五
四
～
五
頁
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。社

会
改
良
的
特
質
は
「
社
会
事
業
の
指
導
的
理
念
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
将
来
の
社
会
福
祉
の
建
設
を
目
的
と
す
る
発
展

的
意
義
を
持
つ
と
共
に
、
他
方
遡
つ
て
過
去
の
慈
善
・
博
愛
の
精
神
と
も
通
づ
る
の
点
で
沿
革
的
意
義
を
含
む
も
の
で
あ
る
」

（
四
五
五
頁
）。
い
っ
ぽ
う
、
計
画
性
特
質
は
「
社
会
施
設
と
し
て
の
事
業
的
技
術
に
関
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
科
学
的
基
礎
に
立
つ

て
社
会
的
に
計
画
さ
れ
る
点
で
慈
善
・
博
愛
事
業
時
代
か
ら
社
会
事
業
時
代
を
区
別
す
る
特
徴
と
な
る
」（
四
五
五
頁
）。

そ
し
て
社
会
事
業
の
本
質
は
、
社
会
改
良
的
計
画
た
る
と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
る
。「
す
な
わ
ち
、
社
会
改
良
が
単
な
る
私
的
意
見

又
は
理
念
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
施
設
と
し
て
の
実
現
が
技
術
的
に
計
画
さ
れ
た
事
案
た
る
こ
と
を
要
す
る
。
同
様
に
、
科
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学
的
基
礎
を
持
つ
た
事
業
計
画
で
も
、
社
会
的
福
祉
の
増
進
と
い
ふ
社
会
改
良
的
目
的
の
達
成
を
企
図
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
社

会
事
業
と
は
な
ら
な
い
」（
四
五
五
～
六
頁
）。

こ
の
よ
う
な
「
社
会
事
業
的
特
質
」
を
持
て
ば
、
社
会
事
業
に
固
有
な
範
囲
の
立
法
以
外
で
も
、
社
会
事
業
関
連
の
法
規
と
し
て

取
り
扱
え
る
（
例
え
ば
、
医
療
保
護
事
業
、
経
済
保
護
事
業
に
関
係
あ
る
技
術
的
諸
法
規
な
ど
）。 

「
医
療
や
経
済
が
社
会
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
社
会
事
業
の
中
心
た
る
救
護
に
お
い
て
、（
イ
）
生
活
の
扶
助
、（
ロ
）
医
療
、

（
ハ
）
助
産
（
ニ
）
生
業
扶
助
を
具
体
的
内
容
と
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
又
根
本
に
お
い
て
救
護
を
要
す
る
疾
患
や
貧
窮

が
社
会
的
原
因
に
由
来
す
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
」（
四
五
六
頁
）。

経
済
関
係
法
規
に
つ
い
て
は
、「
生
活
及
び
生
業
の
保
護
に
直
接
関
係
す
る
職
業
紹
介
や
公
益
質
屋
の
関
係
法
規
の
外
に
、
生
活

環
境
を
改
善
し
生
活
不
安
を
防
止
す
る
た
め
の
諸
施
設
、
す
な
は
ち
住
宅
・
保
険
・
消
費
合
理
化
等
に
つ
い
て
行
は
れ
る
社
会
施
設

に
関
す
る
法
規
も
社
会
事
業
法
規
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
四
五
七
頁
）。

「
Ⅱ　

労
働
法
規
と
の
関
係
」
で
は
、
社
会
法
・
社
会
立
法
と
い
う
範
囲
の
中
で
、
社
会
事
業
法
と
労
働
法
の
関
連
を
論
じ
る
。

「
社
会
立
法
と
云
ふ
言
葉
は
、
社
会
問
題
を
処
理
す
る
為
の
立
法
又
は
社
会
政
策
的
立
法
を
意
味
す
る
が
」（
四
五
七
頁
）、
社
会

問
題
・
社
会
政
策
に
は
広
狭
二
つ
の
範
囲
が
あ
り
、
狭
義
で
は
「
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
労
資
の
間
の
人
的
対
立
関
係
か
ら
生
ず

る
問
題
に
限
定
」（
四
五
八
～
九
頁
）
し
、「
労
働
問
題
を
中
心
と
し
て
之
に
関
係
す
る
限
り
の
社
会
生
活
上
の
諸
問
題
」、「
労
働
政

策
特
に
経
済
施
策
の
う
ち
の
分
配
政
策
が
社
会
政
策
と
認
め
ら
れ
る
」（
四
五
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
広
い
範
囲
に
取
れ
ば
、「
お

よ
そ
社
会
関
係
に
お
い
て
発
生
し
か
つ
社
会
的
に
解
決
を
必
要
と
す
る
問
題
一
般
を
指
す
も
の
で
あ
つ
て
労
働
問
題
も
各
種
の
社
会
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問
題
の
一
つ
と
な
る
。
そ
の
他
に
は
、
社
会
の
病
理
的
現
象
と
も
云
ふ
べ
き
諸
問
題
す
な
は
ち
救
貧
・
衛
生
・
教
化
等
の
対
象
と
な

る
も
の
も
社
会
問
題
の
範
囲
に
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（
四
五
九
頁
）。
こ
こ
で
は
、「
社
会
改
良
を
目
的
と
す
る
政
策
た
る
こ
と

を
特
色
と
し
、
経
済
政
策
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
打
ち
た
て
ら
れ
る
」（
四
五
九
頁
）。

こ
の
範
囲
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
社
会
法
を
考
え
れ
ば
、
社
会
立
法
は
「
労
働
立
法
と
社
会
事
業
立
法
と
の
総
称
と
な
り
、
特

に
そ
の
主
た
る
特
色
は
社
会
事
業
立
法
の
方
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」（
四
五
九
頁
）。

社
会
事
業
法
規
と
労
働
法
規
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
に
、「
労
働
者
の
生
活
状
態
の
改
善
が
社
会
事
業
施
設
と
結
び
付
く
や
う

に
発
展
し
て
ゐ
る
の
に
基
く
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
」（
四
六
〇
頁
）
が
、
労
働
立
法
の
性
質
に
よ
り
、
お
の
ず
か
ら
社
会
事
業
法

と
の
関
連
に
深
浅
が
あ
る
。

労
働
立
法
を
三
種
に
分
け
て
み
れ
ば
、（
一
）
労
使
の
対
立
的
利
害
関
係
を
調
整
す
る
組
織
に
関
す
る
も
の
は
、
社
会
事
業
と
の

関
係
は
薄
い
、（
二
）
労
働
条
件
の
保
護
の
た
め
の
立
法
的
干
渉
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
見
れ
ば
、「
婦
人
及
び
年
少
者
の
保
護
・
生

活
賃
銀
の
保
障
・
安
全
及
び
衛
生
の
施
設
等
す
べ
て
社
会
事
業
の
目
的
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
労
働
契
約
に
基
づ
く
点

に
お
い
て
社
会
事
業
と
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
」（
四
六
二
頁
）、（
三
）
労
働
者
の
生
活
状
態
改
善
に
資
す
る
福
利
施
設
に
関
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
労
働
立
法
と
い
っ
て
も
「
労
働
契
約
内
容
と
の
関
連
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
る
点
で
社
会
事
業
と
区
別
す
べ
き
根

拠
を
失
ふ
の
で
あ
る
」（
四
六
二
頁
）。

「
労
働
保
険
は
労
働
者
に
限
ら
ず
少
額
所
得
者
一
般
の
た
め
の
国
民
的
保
険
と
な
つ
て
社
会
保
険
と
称
せ
ら
れ
る
。
労
働
者
住
宅

問
題
も
不
良
住
宅
地
区
の
改
良
と
一
致
す
る
限
り
社
会
事
業
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
や
う
な
関
係
は
、
労
働
立
法
の
発
展
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が
社
会
事
業
を
も
包
括
す
る
に
至
つ
た
積
極
的
関
係
と
し
て
現
は
れ
る
と
共
に
、
他
面
に
は
必
要
な
労
働
立
法
の
不
足
す
る
と
こ
ろ

に
社
会
事
業
立
法
が
之
に
代
る
も
の
と
し
て
制
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ
消
極
的
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
社
会
に

お
い
て
は
労
働
問
題
と
救
済
問
題
と
が
相
関
連
し
て
を
り
、
前
者
は
労
働
状
態
の
積
極
的
改
善
を
主
た
る
問
題
と
す
る
の
に
対
し

て
、
後
者
は
労
働
者
乃
至
一
般
無
産
者
の
困
窮
し
た
生
活
状
態
に
関
し
救
助
方
法
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
」（
四
六
二
頁
）。

「
之
を
要
す
る
に
労
働
立
法
は
生
産
的
労
働
者
の
社
会
的
要
求
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
社
会
事
業
立
法
は
生
産
関

係
か
ら
遊
離
し
た
一
般
的
社
会
人
を
要
救
済
者
と
す
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
な
区
別
が
あ
る
。
両
者
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
取
扱
ひ
得

る
部
分
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
現
在
の
資
本
制
社
会
に
お
け
る
労
資
関
係
を
前
提
と
す
る
限
り
、
労
働
者
の
社
会
的
要
求
に
応

ず
る
た
め
の
労
働
立
法
の
方
が
、
社
会
的
対
立
を
隠
蔽
し
た
社
会
事
業
立
法
よ
り
も
、
積
極
的
内
容
を
規
定
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
白

な
事
実
で
あ
る
」（
四
六
三
頁
）。

「
四　

社
会
事
業
法
域
の
成
立
」
で
は
、「
Ⅰ　

社
会
事
業
法
規
の
分
類
系
統
」
と
「
Ⅱ　

社
会
事
業
法
域
の
体
系
的
地
位
」
が
論

じ
ら
れ
る
。

「
Ⅰ　

社
会
事
業
法
規
の
分
類
系
統
」
で
は
、
現
行
の
社
会
事
業
法
規
の
体
系
的
分
類
が
試
み
ら
れ
る
。「
日
本
に
お
け
る
社
会
立

法
の
発
展
を
労
働
立
法
を
中
心
に
概
観
す
れ
ば
、
明
治
初
年
よ
り
明
治
二
十
年
代
ま
で
は
社
会
立
法
時
代
以
前
に
属
し
、
明
治
三
十

年
代
以
後
に
社
会
立
法
の
発
達
期
と
な
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
慈
恵
的
行
為
を
慈
善
・
博
愛
事
業
か
ら
社
会
事
業
に
そ
の
本
質
を
変
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ぜ
し
め
、
之
を
国
家
的
補
助
並
び
に
統
制
の
下
に
置
く
必
要
を
生
じ
た
の
は
、
近
代
経
済
に
お
け
る
労
資
関
係
に
対
し
て
労
働
立
法

に
よ
る
統
制
を
必
要
と
し
た
の
と
同
じ
社
会
経
済
的
地
盤
で
あ
つ
た
。
…
…
。
し
た
が
つ
て
社
会
事
業
立
法
の
発
達
も
先
に
述
べ
た

労
働
立
法
を
主
と
す
る
社
会
立
法
発
達
の
時
期
と
区
分
が
一
致
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
」（
四
六
五
頁
）。

で
は＜

社
会
事
業
法
規
を
い
か
な
る
系
統
に
よ
っ
て
分
類
す
べ
き
か
？＞

が
問
題
と
な
る
。

「
社
会
事
業
は
わ
れ
わ
れ
の
既
に
見
た
や
う
に
当
然
に
法
制
化
す
る
傾
向
を
持
つ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
法
規
を
前
提
と
し
て
社
会

事
業
は
可
能
な
の
で
は
な
い
。
依
然
と
し
て
事
業
そ
の
も
の
の
実
践
的
活
動
が
本
体
で
あ
つ
て
、
法
規
は
事
業
活
動
を
国
家
的
に
保

護
統
制
し
事
業
相
互
間
の
連
絡
調
整
を
計
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
社
会
事
業
法
規
の
分
類
も
社
会
事

業
そ
の
も
の
の
体
系
に
基
づ
い
て
系
統
を
立
て
る
の
が
適
当
と
考
へ
ら
れ
る
」（
四
六
八
頁
）。

そ
し
て
そ
の
系
統
は
、
以
下
の
六
系
統
と
な
る
（
四
六
九
頁
）。

ⅰ　

社
会
事
業
組
織
法
の
系
統

ⅱ　

救
護
法
の
系
統

ⅲ　

生
業
及
び
生
活
保
護
（
ま
た
は
経
済
保
護
）
法
の
系
統

ⅳ　

児
童
保
護
法
の
系
統

 

ⅴ　
社
会
衛
生
（
ま
た
は
医
療
保
護
）
法
の
系
統

ⅵ　

社
会
教
化
法
の
系
統
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な
お
職
業
保
護
事
業
の
系
統
は
失
業
問
題
と
関
連
す
る
職
業
紹
介
な
ど
と
同
様
に
労
働
法
に
含
ま
れ
る
。

「
Ⅱ　

社
会
事
業
法
域
の
体
系
的
地
位
」
は
、
本
論
文
の
結
論
と
も
い
え
る
部
分
で
あ
る
（
四
七
三
頁
～
）。

社
会
事
業
法
規
が
行
政
関
係
法
規
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、「
社
会
事
業
は
沿
革
的
に
慈
恵
的
行
為
か
ら
発
達
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
日
と
云
へ
ど
も
私
設
社
会
事
業
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
経
営
に
関
す
る
私
的
発
意
も
亦
尊
重

さ
れ
る
。
さ
ら
に
事
業
対
象
た
る
要
救
護
者
に
関
し
て
も
、
扶
助
を
受
け
る
か
否
か
は
原
則
と
し
て
当
人
の
任
意
で
あ
る
」（
四
七
四

頁
）。社

会
事
業
と
い
う
も
の
が
、
私
的
発
意
の
生
活
関
係
で
あ
る
以
上
、
近
代
法
体
系
に
お
い
て
は
本
来
、
私
法
の
領
域
で
あ
り
、「
そ

れ
ゆ
ゑ
社
会
事
業
を
社
会
改
良
的
計
画
と
し
て
合
理
的
に
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
き
ほ
ひ
私
法
的
権
利
義
務
関
係
に
抵
触
を
生

ず
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
国
家
の
行
政
的
干
渉
が
必
要
と
さ
れ
て
社
会
事
業
立
法
の
制
定
を
見
る
場
合
を
生
ず
る
の
で
あ
る
」

（
四
七
四
頁
）。
そ
し
て
、「
こ
の
社
会
事
業
法
域
は
い
は
ゆ
る
公
・
私
法
の
区
別
以
外
の
社
会
法
に
属
す
る
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ

る
」（
四
七
五
頁
）。

「
私
は
之
を
広
く
社
会
改
良
的
諸
法
規
の
綜
合
法
域
と
な
し
、
亦
さ
ら
に
広
く
社
会
統
制
的
諸
法
規
の
綜
合
法
域
と
解
す
る
。
後

者
は
、
個
人
法
に
対
す
る
社
会
法
概
念
と
も
云
ふ
べ
き
広
い
範
囲
に
亙
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
法
や
社
会
事
業
法
ば
か
り
で
な

く
経
済
法
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
。
否
む
し
ろ
こ
れ
ら
三
法
域
の
綜
合
的
名
称
と
し
て
社
会
法
が
構
想
さ
れ
る
と
云
つ
て
も
不
当
で



菊
池
勇
夫
の
社
会
事
業
法
論

129

は
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
前
者
は
、
い
は
ゆ
る
社
会
立
法
の
綜
合
的
体
系
で
あ
る
か
ら
、
労
働
法
と
社
会
事
業
法
は
之
に
属
す

る
と
し
て
も
、
経
済
法
に
つ
い
て
見
れ
ば
社
会
政
策
目
的
の
明
ら
か
な
部
分
以
外
は
範
囲
外
と
な
り
、
労
働
法
に
関
し
て
も
社
会
政

策
的
意
義
の
認
め
ら
れ
な
い
部
分
は
本
質
的
に
は
範
囲
外
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
て
社
会
事
業
法
は
社
会
改
良
的
計

画
性
を
特
質
と
す
る
意
味
に
お
い
て
社
会
法
た
る
こ
と
最
も
明
白
な
部
分
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
」（
四
七
六
頁
）。

社
会
保
険
法
に
つ
い
て
は
、「
社
会
改
良
的
計
画
性
に
お
い
て
典
型
的
社
会
法
と
認
め
ら
れ
る
が
、
既
に
述
べ
た
や
う
に
労
働
保

険
の
発
展
と
し
て
は
労
働
法
に
属
し
、
社
会
事
業
の
合
理
的
計
画
と
し
て
は
社
会
事
業
法
に
属
す
る
」
が
「
社
会
保
険
は
そ
れ
自
身

綜
合
的
体
系
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
険
的
技
術
が
複
雑
な
規
定
と
し
て
法
典
化
さ
れ
る
か
ら
、
之
を
む
し
ろ
労
働
法
及
び
社

会
事
業
法
と
並
べ
て
社
会
法
の
中
の
独
立
の
分
野
と
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
」（
四
七
六
頁
）。

三
　
若
干
の
検
討

本
論
文
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
検
討
す
べ
き
諸
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
社
会
事
業
に
関
す
る
論
文
を
法
学
者
が
、
法
学
的
視
点
か
ら
執
筆
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

に
救
護
法
が
成
立
し
て
（
施
行
は
一
九
三
二
年
）、
社
会
事
業
制
度
は
徐
々
に
整
い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
法
学
者
の
論
文
と
し
て
社
会

事
業
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
山
岡
龍
次
「
救
護
法
に
つ
い
て
」（『
法
学
論
叢
』
二
二
巻
五
・
六
号
）、

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
橋
本
文
雄
「
我
国
の
救
護
制
度
」（『
経
済
論
叢
』
三
〇
巻
一
号
）
な
ど
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い（
４
）。

か
つ
菊
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池
論
文
は
個
別
実
定
法
の
解
説
で
は
な
く
、
社
会
事
業
法
域
を
検
討
し
て
い
る
点
に
ま
ず
そ
の
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

菊
池
博
士
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
の
「
社
会
事
業
と
法
律
」『
社
会
事
業
研
究
』
二
二
巻
二
号
を
皮
切
り
に
、
立
て
続
け

に
社
会
事
業
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
事
業
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
必
要
に
迫
ら
れ

て
の
執
筆
・
発
表
で
あ
っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
発
表
の
場
も
社
会
事
業
研
究
所
発
行
の
雑
誌
『
社
会
事
業
』
や
、
大
阪
社
会
事
業
連

盟
発
刊
の
『
社
会
事
業
研
究
』
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
本
論
文
が
記
念
論
集
に
掲
載

さ
れ
た
と
い
う
点
に
、
博
士
が
単
な
る
「
依
頼
原
稿
」
で
こ
れ
を
執
筆
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
博
士
の
関
心
で
あ

る
社
会
法
の
体
系
構
築
の
点
か
ら
も
、
む
し
ろ
社
会
事
業
法
域
の
検
討
は
不
可
避
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
菊
池
博
士
が
社
会
事
業
に
法
的
な
関
心
を
も
っ
た
の
か
。
戦
後
刊
行
さ
れ
た
『
形
成
』
の
「
序
言
」
で
は
以
下
の

よ
う
な
事
情
を
述
べ
て
い
る
。

「
著
書
は
、
東
京
府
と
大
阪
府
お
よ
び
福
岡
県
の
社
会
事
業
施
設
を
実
地
見
学
し
た
上
で
、
は
じ
め
て
昭
和
九
年
か
ら
九
州
大
学

法
学
部
で
社
会
事
業
法
の
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
開
講
に
先
立
っ
て
構
想
し
た
試
論
が
「
社
会
事
業
と
法
律
」
で
あ
る
。」（
二
頁
）

こ
の
文
章
か
ら
は
、
社
会
事
業
法
の
開
講
が
決
ま
っ
て
お
り
そ
の
た
め
に
社
会
事
業
施
設
を
実
地
見
学
し
た
の
か
、
現
場
に
触
れ

て
社
会
事
業
法
の
開
講
を
決
め
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
菊
池
博
士
自
身
の
発
意
に
よ
り
開
講
を
決
定

し
た
の
で
あ
る
（
博
士
自
身
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
社
会
法
講
座
で
何
を
講
義
す
る
か
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
任
官
発
令
前
に
文
部
省

か
ら
の
社
会
法
の
講
義
範
囲
の
照
会
に
「
私
は
当
時
内
務
省
社
会
局
で
編
集
し
た
「
現
行
社
会
法
規
集
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
整
理

し
て
記
し
、
今
後
同
種
の
法
令
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
講
義
範
囲
も
拡
大
さ
れ
る
と
書
い
て
出
し
た（
５
）」

と
い
う
。
九
州
大
学
着
任
後
、

終
戦
ま
で
の
講
義
科
目
は
「
国
際
労
働
法
」、「
工
場
法
特
講
」、「
労
働
契
約
論
」、「
団
結
の
自
由
」、「
労
働
法
概
論
」、「
社
会
事
業
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法
」、「
社
会
保
険
法
」、「
経
済
法
概
論
」、「
戦
時
労
働
法
」
な
ど
で
あ
っ
た
）。
博
士
が
ど
の
よ
う
な
社
会
事
業
施
設
を
実
地
見
学

し
た
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
当
時
の
社
会
事
業
施
設
は
当
然
、
民
間
の
設
立
・
運
営
よ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
今
日
の
よ
う
な

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

法
的
な
関
心
か
ら
い
え
ば
、
生
存
権
が
思
想
的
に
も
法
的
に
も
定
着
し
て
い
な
い
状
態
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
事
業
施
設
と
そ
の

入
所
者
の
状
態
は
法
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
展
開
し
て
い
る
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
菊
池
博
士
は
お
そ
ら
く
、

労
災
や
軍
事
災
害
の
被
災
者
の
延
長
線
上
に
こ
れ
ら
の
社
会
事
業
の
存
在
を
見
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
社
会
法
的
に

社
会
事
業
を
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
見
い
だ
し
た
と
言
え
よ
う
。

わ
が
国
で
は
現
在
で
も
、
厚
生
労
働
省
の
開
明
的
官
僚
が
人
民
を
啓
蒙
・
指
導
す
る
雰
囲
気
が
強
い
が
、
戦
前
も
当
然
内
務
官
僚

が
社
会
事
業
を
先
導
・
管
理
・
統
制
し
て
い
た
。
井
上
友
一
『
救
済
制
度
要
義
』（
一
九
〇
九
年
）、
小
河
滋
太
郎
『
社
会
問
題
救
恤

十
訓
』（
一
九
一
二
年
）、
田
子
一
民
『
社
会
事
業
』（
一
九
二
二
年
）、
山
崎
厳
『
救
貧
法
要
義
』（
一
九
三
一
年
）、
山
口
正
『
社
会

事
業
研
究
』（
一
九
三
四
年
）
な
ど
官
僚
に
よ
る
解
説
・
指
導
書
は
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
官
僚
本
は
、
制
度
の
概
説
書
と
し

て
は
一
つ
の
考
え
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
長
期
的
に
見
て
理
論
的
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
こ
の
点
で
菊
池
博
士
が
官
僚
本

に
な
い
長
期
的
展
望
を
内
包
す
る
論
文
を
順
次
発
表
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
こ
そ
法
学
者
の
「
職
責
」
で
あ
る
。

な
お
博
士
は
官
僚
本
に
つ
い
て
は
一
定
の
意
義
を
認
め
つ
つ
、「
当
局
者
の
限
界
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
官
僚
本
と
し
て

名
高
い
山
崎
厳
『
救
貧
法
要
義
』
に
つ
い
て
「
立
法
理
由
書
と
し
て
信
頼
し
得
る
何
よ
り
の
好
文
献
」
で
は
あ
る
が
、
当
局
者
的
色

彩
が
あ
り
、
時
に
は
「
真
相
」
と
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
と
評
し
て
い
る
（
菊
池
勇
夫
「
書
評
・
山
崎
厳
『
救
貧
法
制
要
義
』・
児
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玉
政
介
『
健
康
保
険
の
研
究
』」『
法
律
時
報
』
三
巻
九
号
、
昭
和
六
年
）。
ち
な
み
に
山
崎
厳
の
記
述
に
反
し
、
博
士
が
救
貧
法
の
「
真

相
」
と
し
て
示
し
た
の
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
記
述
で
あ
っ
た
。
ま
た
児
玉
政
介
『
健

康
保
険
の
研
究
』
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
程
迄
に
根
気
よ
く
横
の
も
の
を
縦
に
書
き
替
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
」（
外
国
文
献
の
使
用
を

さ
す
）
と
皮
肉
混
じ
り
に
「
評
価
」
し
て
い
る（
６
）。

第
二
に
社
会
事
業
（
法
域
）
の
把
握
に
つ
い
て
で
あ
る
。
散
在
す
る
社
会
事
業
的
な
実
定
法
を
ど
の
よ
う
に
整
序
し
、
い
か
な
る

法
体
系
と
す
る
か
が
、
菊
池
博
士
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
公
法
・
私
法
の
二
分
論
の
中
で
、
警
察
行
政
、
保
育
行
政
の
中
に

埋
没
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
法
の
中
に
落
ち
つ
か
せ
る
の
か
。
菊
池
博
士
は
「
社
会
事
業
法
規
」
を
「
社
会
事
業
そ
の
も
の

の
特
質
が
法
規
に
関
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」（
四
五
四
頁
）
で
あ
り
、
そ
の
特
質
は
、「
社
会
改
良
的
計
画
性
と
し
て
把

へ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
四
五
四
～
四
五
五
頁
）
と
す
る
。
社
会
改
良
的
特
質
は
「
社
会
事
業
の
指
導
的
理
念
を
指
示
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
将
来
の
社
会
福
祉
の
建
設
を
目
的
と
す
る
発
展
的
意
義
を
持
つ
と
共
に
、
他
方
遡
つ
て
過
去
の
慈
善
・
博
愛
の
精
神
と
も

通
ず
る
の
点
で
沿
革
的
意
義
を
含
む
も
の
で
あ
る
」（
四
五
五
頁
）。
い
っ
ぽ
う
、
計
画
性
特
質
は
「
社
会
施
設
と
し
て
の
事
業
的
技

術
に
関
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
科
学
的
基
礎
に
立
つ
て
社
会
的
に
計
画
さ
れ
る
点
で
慈
善
・
博
愛
事
業
時
代
か
ら
社
会
事
業
時
代
を

区
別
す
る
特
徴
と
な
る
」（
四
五
五
頁
）。

そ
し
て
社
会
事
業
の
本
質
は
、
社
会
改
良
的
計
画
た
る
と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
菊
池
博
士
の
示
し
た
社
会
事
業
の
体
系

と
は
、
ⅰ
社
会
事
業
組
織
法
の
系
統
、
ⅱ
救
護
法
の
系
統
、
ⅲ
生
業
及
び
生
活
保
護
（
ま
た
は
経
済
保
護
）
法
の
系
統
、
ⅳ
児
童
保

護
法
の
系
統
、
ⅴ
社
会
衛
生
（
ま
た
は
医
療
保
護
）
法
の
系
統
、
ⅵ
社
会
教
化
法
の
系
統
か
ら
な
る
（
四
六
九
頁
）。

菊
池
博
士
は
体
系
化
に
あ
た
り
、
社
会
事
業
が
当
然
に
法
制
化
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
に
し
て
も
、「
法
規
を
前
提
と
し
て
社
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会
事
業
は
可
能
な
の
で
は
な
い
。
依
然
と
し
て
事
業
そ
の
も
の
の
実
践
的
活
動
が
本
体
で
あ
つ
て
、
法
規
は
事
業
活
動
を
国
家
的
に

保
護
統
制
し
事
業
相
互
間
の
連
絡
調
整
を
計
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
社
会
事
業
法
規
の
分
類
も
社
会

事
業
そ
の
も
の
の
体
系
に
基
づ
い
て
系
統
を
立
て
る
の
が
適
当
と
考
へ
ら
れ
る
」（
四
六
八
頁
）
と
い
う
前
提
に
た
つ
。
し
か
し
こ

れ
に
は
、「（
第
二
次
）
社
会
事
業
調
査
会
」
が
大
正
末
～
昭
和
七
年
に
示
し
た
「
社
会
事
業
体
系
」
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
博
士

の
体
系
で
は
、
職
業
保
護
事
業
の
系
統
が
、
失
業
問
題
と
関
連
す
る
職
業
紹
介
な
ど
と
同
様
に
、
労
働
契
約
の
締
結
促
進
と
い
う
観

点
か
ら
、
労
働
法
に
含
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
菊
池
博
士
は
社
会
事
業
に
つ
い
て
、
社
会
改
良
と
い
う
目
的
と
、
計
画
性
と
い
う
技
術
的
側
面
か
ら
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
事
業
の
範
囲
を
厳
密
に
確
定
し
て
い
る
。
本
論
文
が
発
表
さ
れ
た
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
は
、
厚
生
省
の
設
置
、
国
家
総

動
員
法
の
制
定
と
い
う
、
わ
が
国
の
現
代
史
に
と
っ
て
も
社
会
政
策
史
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
は
既

に
中
国
大
陸
へ
の
侵
略
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
社
会
事
業
を
厳
密
に
確
定
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
時
代
の
流
れ
に

抗
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

戦
後
も
労
働
法
の
重
鎮
で
あ
っ
た
後
藤
清
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
『
厚
生
法
』
を
刊
行
し
、
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
の
論
文
「
社
会
事
業
法
の
生
成
・
分
化
・
発
展
─
わ
が
国
社
会
事
業
法
の
回
顧
と
展
望
」（『
社
会
事
業
』
二
四
巻
四
号
、

三
〇
～
四
二
頁
）
で
、
社
会
事
業
が
「
一
国
全
体
の
立
場
か
ら
人
的
資
源
の
保
全
と
い
ふ
そ
の
目
的
を
明
瞭
に
意
識
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
更
に
は
る
か
な
る
発
展
の
道
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
」（
四
二
頁
）
と
主
張
し
た
。
社
会
事
業
は
「
厚
生
法
」
の
一
部
を

構
成
し
、
例
え
ば
、
精
神
病
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
救
済
の
た
め
の
社
会
事
業
と
し
て
の
療
養
施
設
を
論
じ
、
同
時
に
「
民
族
衛

生
」
を
指
導
原
理
と
す
る
断
種
法
と
有
機
的
関
連
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
る
と
き
（
仮
に
こ
れ
が
後
藤
教
授
の
「
奴
隷
の
言
葉
」
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に
よ
る
論
述
で
あ
れ
）、
わ
れ
わ
れ
は
菊
池
博
士
の
社
会
事
業
範
囲
の
厳
密
な
確
定
の
意
義
を
知
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
後
藤
清
教
授
の
研
究
で
は
な
い
し
、
菊
池
博
士
の
一
九
四
〇
年
代
の
研
究
あ
る
い
は
思
想
史
的
研
究
は
そ
の
範
囲
外
で
あ

る
が（
７
）、

菊
池
博
士
が
「
厚
生
事
業
」、「
厚
生
政
策
」
に
つ
い
て
は
論
じ
て
も
、「
厚
生
法
」
な
る
概
念
を
認
め
な
か
っ
た
点
は
留
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
認
め
な
か
っ
た
」
の
意
味
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は

理
論
的
に
認
め
よ
う
が
無
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
菊
池
博
士
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
の
論
文
「
社
会
事
業

本
質
の
再
検
討
─
時
局
下
に
お
け
る
そ
の
任
務
」（『
社
会
事
業
』
二
四
巻
四
号
、
四
三
頁
以
下
）
に
お
い
て
、
社
会
事
業
に
お
け
る

「
生
産
性
優
位
の
人
的
資
源
確
保
を
主
張
す
る
な
ら
ば
一
面
的
或
ひ
は
間
接
的
機
能
を
以
て
本
来
の
任
務
を
没
却
す
る
と
い
う
そ
し

り
を
免
れ
」
ず
、「
社
会
事
業
の
時
局
下
に
負
ふ
任
務
は
、
一
面
人
的
資
源
確
保
に
も
通
ず
る
に
せ
よ
、
何
よ
り
も
国
民
生
活
全
般

に
対
す
る
社
会
的
企
画
に
よ
る
事
業
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
在
る
」
と
主
張
す
る
（
五
〇
～
五
一
頁
）。
博
士
は
国
家
総
動
員
体

制
の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
労
働
立
法
、
経
済
法
と
、
社
会
人
の
消
極
的
側
面
を
扱
う
社
会
事
業
を
完
全
に
峻
別
し
て
い
る
の
で

こ
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

本
論
文
執
筆
段
階
で
菊
池
勇
夫
博
士
は
、
日
本
の
侵
略
戦
争
と
そ
れ
に
関
連
す
る
戦
争
遂
行
体
制
・
法
制
を
全
面
肯
定
も
全
面
否

定
も
し
て
い
な
い
（
菊
池
博
士
は
戦
後
発
刊
し
た
著
書
に
お
い
て
「
戦
時
中
に
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
か
。
こ
の
質
問
を
回
避
し

な
い
た
め
に
」
戦
時
下
発
表
し
た
論
文
を
収
録
し
、「
こ
れ
ら
に
は
、
総
動
員
体
制
下
に
お
い
て
著
者
の
思
考
の
限
界
を
示
し
た
点

の
指
摘
を
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
」
と
し
た（
８
））。

博
士
は
戦
前
の
エ
リ
ー
ト
の
道
を
上
り
詰
め
た
人
物
で
あ
り（

９
）、

同
時
に
ワ
イ
マ
ー
ル
体

制
下
の
自
由
な
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
社
会
の
空
気
を
吸
収
し
て
き
た
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
識
人

の<

戦
争
観>

は
思
想
の
問
題
と
し
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
が
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
す
る
に
は
現
時
点
で
は
史
料
・
資
料
が
不
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十
分
で
あ
る
。

さ
ら
に
社
会
事
業
の
体
系
に
つ
い
て
指
摘
す
べ
き
は
、「
社
会
改
良
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
見
、
唐
突
に
み
え
る
こ
の
語
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
史
学
の
成
果
に
依
拠
し
て
考
察
し
て
み
る
。
池
本
美
和
子
・
日
本
福
祉
大
教
授
の
著
書
『
日
本
に
お
け
る
社
会
事

業
の
形
成
─
内
務
行
政
と
連
帯
思
想
を
め
ぐ
っ
て
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
七
年
）
は
、
わ
が
国
の
社
会
事
業
形
成
に
お
け
る
内

務
官
僚
・
行
政
の
関
与
を
詳
細
に
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
社
会
事
業
形
成
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

social reform

は
、
国
家
・
官
僚
の
意
図
的
な
す
り
替
え
に
よ
り
「
教
化
」
と
し
て
わ
が
国
に
定
着
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
市
民
社
会
に
お
け
る
市
民
の
社
会
変
革
の
意
味
合
い
を
も
つ
語
は
、
国
家
統
一
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
へ

と
巧
み
に
す
り
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
菊
池
博
士
が
あ
え
てsocial reform

を
「
社
会
改
良
」
と
原
義
通
り
に
使
用
し
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。

最
後
に
菊
池
博
士
の
社
会
事
業
法
域
の
社
会
法
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。

菊
池
博
士
の
社
会
法
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
丹
宗
昭
信
教
授
に
よ
り
、
近
時
は
柳
澤
旭
教
授
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
本
稿
は
菊
池

博
士
の
社
会
法
の
全
体
像
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
菊
池
論
文
と
の
関
連
で
、
す
な
わ
ち
社
会
事
業
法
域
と
の
関
連
で
の

み
検
討
す
る
。

本
論
文
で
博
士
は
社
会
事
業
法
域
を
社
会
法
に
位
置
づ
け
た
。
た
だ
本
論
文
で
は
、
社
会
事
業
法
域
は
「
い
は
ゆ
る
公
・
私
法
の

区
別
以
外
の
社
会
法
に
属
す
る
も
の
と
考
へ
る
」（
四
七
五
頁
）
が
、
社
会
法
に
つ
い
て
は
「
之
を
広
く
社
会
改
良
的
諸
法
規
の
綜
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合
法
域
と
な
し
、
亦
さ
ら
に
広
く
社
会
統
制
的
諸
法
規
の
綜
合
法
域
と
解
す
る
」（
四
七
六
頁
）。
菊
池
博
士
が
社
会
法
を
前
者
と
す

る
か
後
者
と
す
る
か
を
明
確
に
は
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
社
会
事
業
法
域
は
社
会
法
に
属
す
る
と
い
う
結
論
に
影
響

は
な
い
。
も
と
も
と
初
期
の
論
文
「
社
会
事
業
と
法
律
」（『
社
会
事
業
研
究
』
二
二
巻
二
号
一
～
六
頁
、
昭
和
九
年
二
月 

）
に
お

い
て
、
社
会
事
業
法
は
「
広
義
の
、
す
な
は
ち
社
会
政
策
的
法
規
の
総
称
と
し
て
の
、
社
会
法
の
一
部
」（
五
頁
）
を
構
成
す
る
と

し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
研
究
で
は
、
社
会
法
＝
労
働
法
と
す
る
見
解
が
な
お
主
流
で
あ
り
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
の
鵜
飼
信
成

『
社
会
行
政
法
』
で
も
、
社
会
法
を
労
働
法
と
把
握
し
て
い
る
。
菊
池
・
社
会
法
論
の
特
徴
は
、
私
的
自
治
に
公
法
的
介
入
が
あ
る

点
を
社
会
法
の
特
徴
と
し
た
点
で
あ
る
。
重
要
な
点
は
こ
の
公
法
的
介
入
の
誘
因
が
資
本
主
義
の
弊
害
に
よ
る
と
い
う
認
識
で
あ

る
。
こ
の
認
識
が
な
け
れ
ば
、
社
会
事
業
は
結
局
、
公
法
的
処
理
で
な
ん
ら
の
不
都
合
が
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

四
　
今
後
の
研
究
に
む
け
て

菊
池
勇
夫
と
い
う
わ
が
国
の
社
会
法
学
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
研
究
者
の
、
戦
前
の
社
会
事
業
法
域
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
博

士
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
に
見
え
た
社
会
事
業
法
学
で
あ
る
が
、
全
面
的
な
戦
争
遂
行
体
制
下
で
、
法
制
の
発
展
そ
れ
自
体
が
停
止
、

研
究
は
沈
滞
す
る
。
侵
略
戦
争
の
遂
行
と
そ
の
敗
北
に
よ
り
研
究
は
灰か
い
じ
ん燼

に
帰
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
菊
池
・
社
会
事
業
法
学
が

「
復
活
」
で
き
た
の
は
、
や
み
く
も
に
あ
る
が
ま
ま
の
社
会
事
業
を
そ
の
ま
ま
「
社
会
事
業
法
域
」
と
し
た
の
で
は
な
く
、
社
会
改

良
性
・
計
画
性
と
い
う
座
標
軸
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
座
標
軸
は
、
戦
後
議
論
さ
れ
て
き
た
「
社
会
保
障
」
の
定
義
に
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も
内
包
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
戦
後
も
、
菊
池
博
士
は
「
社
会
事
業
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し
た
。

既
に
述
べ
た
通
り
、
本
稿
は
戦
前
の
し
か
も
社
会
事
業
法
域
と
い
う
極
め
て
限
定
的
な
「
菊
池
勇
夫
研
究
」
で
あ
る
。「
菊
池
勇

夫
の
社
会
保
障
法
理
論
研
究
」
と
し
て
は
、
一
、
戦
時
下
（
昭
和
一
六
年
以
降
）
の
社
会
事
業
法
、
厚
生
事
業
に
つ
い
て
の
博
士
の

研
究
業
績
の
評
価
、
二
、
菊
池
・
社
会
事
業
法
域
論
と
社
会
保
障
法
と
の
関
連
性
、
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
わ
が
国
の
社
会
法
学
研
究
史
と
し
て
は
、
三
、
社
会
事
業
、
厚
生
事
業
と
社
会
保
障
法
と
の
関
連
性
が
検
証
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

参
考
ま
で
に
挙
げ
れ
ば
、
本
論
文
以
降
戦
前
の
菊
池
博
士
の
社
会
事
業
法
域
関
係
の
論
文
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
社
会
事
業
本
質
の
再
検
討
─
時
局
下
に
お
け
る
そ
の
任
務
」　
『
社
会
事
業
』
二
四
巻
四
号
、
四
三
～
五
一
頁
、
昭
和
一
五
年
（
の

ち
に
『
形
成
』
に
所
収
）

「
社
会
事
業
新
体
制
に
関
す
る
一
考
察
」　
『
社
会
事
業
研
究
』
二
九
巻
一
〇
号
、
一
～
五
頁
、 

昭
和
一
六
年
一
〇
月

「
社
会
保
険
法
の
対
象
と
本
質
」　
『
杉
山
教
授
還
暦
祝
賀
論
集
』
岩
波
書
店
、
三
一
九
～
三
六
九
頁
、
昭
和
一
七
年
（
の
ち
に
『
形

成
』
に
所
収
）

「
厚
生
問
題
の
重
点
─
社
会
事
業
立
法
の
動
向
」　
『
厚
生
問
題
』
二
六
巻
九
号
、
六
～
一
六
頁
、
昭
和
一
七
年
九
月
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「
厚
生
事
業
の
体
系
及
び
範
囲
に
就
い
て
」　
『
厚
生
問
題
』
二
六
巻
一
〇
号
、
八
八
～
一
〇
四
頁
、
昭
和
一
七
年
（
の
ち
に
『
形
成
』

に
所
収
）注

（
１
）　

荒
木
誠
之
「
社
会
福
祉
事
業
」『
月
刊
福
祉
』
六
一
巻
二
号
（
一
九
七
八
年
）
一
六
頁
。

（
２
）　

河
野
正
輝
『
社
会
福
祉
法
の
新
展
開
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
六
年
）
二
七
頁
。

（
３
）　

吉
田
久
一
『
日
本
社
会
福
祉
理
論
史
』
勁
草
書
房
（
一
九
九
五
年
）
一
三
七
頁
。

（
４
）　

山
岡
龍
次
は
、
昭
和
七
年
に
京
都
帝
國
大
学
法
学
部
に
設
置
さ
れ
た
「
社
会
法
」
講
座
担
当
が
予
定
さ
れ
て
い
た
行
政
法
の
助
教
授
で
あ
る
。

開
講
直
前
の
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
夭
折
す
る
。
橋
本
文
雄
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
よ
り
東
北
帝
國
大
学
法
文
学
部
の
「
社
会
法
論
」

担
当
教
官
で
、
彼
も
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
夭
折
す
る
。

　
　
　

法
学
者
の
論
文
・
著
作
と
し
て
は
、
の
ち
に
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
、
常
磐
敏
太
「
新
軍
事
扶
助
法
の
精
神
と
其
運
用
」（『
一
橋
論
叢
』

一
巻
一
号
）、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
、
鵜
飼
信
成
『
社
会
行
政
法
』（
常
磐
書
房
）
が
あ
る
。

（
５
）　

菊
池
勇
夫
「
社
会
法
と
私
」
社
会
法
研
究
会
『
菊
池
教
授
退
官
記
念
業
績
目
録
』（
昭
和
三
七
年
）
二
〇
頁
。

（
６
）　

同
様
の
官
僚
本
に
対
す
る
批
判
と
し
て
菊
池
勇
夫
「『
当
面
の
社
会
政
策
』
を
読
む
」『
法
律
時
報
』
四
巻
五
号
三
九
頁
以
下
（
昭
和
七
年
）
が

あ
る
。

（
７
）　

菊
池
勇
夫
の
留
学
は
、
九
州
帝
國
大
学
助
教
授
に
着
任
前
で
あ
っ
た
た
め
（
既
に
内
定
は
し
て
い
た
）、
比
較
的
自
由
な
外
遊
生
活
が
送
れ
た
と

も
推
測
で
き
よ
う
。
ド
イ
ツ
滞
在
中
（
一
九
二
六
年
一
〇
月
〜
二
七
年
五
月
、
二
八
年
四
月
〜
六
月
）
に
「
ベ
ル
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会
」
に
加

わ
り
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
な
ど
の
文
献
を
研
究
し
た
と
い
う
。
菊
池
博
士
の
留
学
中
に
つ
い
て
、

加
藤
哲
郎
「
芹
沢
光
治
良
と
友
人
た
ち
─
親
友
菊
池
勇
夫
と
﹁
洋
行
﹂
の
周
辺
」『
国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞
』
六
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
七
一

～
七
七
頁
参
照
。
な
お
「
ベ
ル
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会
」
に
つ
き
、
加
藤
哲
郎
「
ワ
イ
マ
ー
ル
期
在
独
日
本
人
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会
」『
大
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原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
四
五
五
号
（
一
九
九
六
年
）
一
～
二
〇
頁
、
参
照
。

　
　
　

加
藤
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
ベ
ル
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会
」
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
留
学
生
を
中

心
に
し
た
読
書
会
、
研
究
会
で
蠟
山
政
道
、
船
橋
諄
一
、
横
田
喜
三
郎
、
黒
田
覚
、
平
野
義
太
郎
ら
の
法
学
者
や
有
沢
広
巳
、
谷
口
善
彦
な
ど
の

経
済
学
者
、
千
田
是
也
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
』
な
ど
も
テ
キ
ス
ト
に
取
り
あ
げ
た
と
い
う
当
事

者
の
回
想
を
加
藤
・
前
掲
論
文
は
記
述
し
て
い
る
が
、
九
州
大
学
法
学
部
図
書
掛
『
菊
池
名
誉
教
授
蔵
書
目
録
』（
昭
和
四
四
年
六
月
）
に
は
、

一
九
二
六
年
ベ
ル
リ
ン
で
出
版
さ
れ
た
、Stalin, J., Problem
 des Leninism

us., Berlin, V
erlag für Literatur und Politik, 1926.

の
記
載

が
あ
り
、
菊
池
博
士
が
当
地
で
購
入
し
「
ベ
ル
リ
ン
社
会
科
学
研
究
会
」
で
使
用
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
　
　

な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
日
々
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
購
入
し
た
図
書
の
「
傾
向
」
ゆ
え
に
船
荷
が
税
関
で
留
め
置
か
れ

た
り
、
九
大
着
任
の
辞
令
が
遅
れ
た
り
で
、「
家
庭
で
話
題
と
な
る
よ
う
な
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
友
・
芹
沢
光

治
良
と
の
日
々
は
幾
度
と
な
く
語
ら
れ
た
と
い
う
（
菊
池
高
志
・
西
南
学
院
大
学
教
授
の
証
言
。
二
〇
一
〇
年
一
二
月
四
日
）。

（
８
）　

菊
池
勇
夫
『
社
会
法
の
基
本
問
題
─
労
働
法
・
社
会
保
障
法
・
経
済
法
の
体
系
』
有
斐
閣
（
一
九
六
八
年
）
四
頁
。

（
９
）　
「
町
に
は
す
で
に
県
立
中
学
が
あ
つ
た
が
、
家
計
の
都
合
で
尋
常
６
年
か
ら
の
進
学
が
で
き
な
か
つ
た
の
で
、
新
聞
配
達
を
し
な
が
ら
中
学
講
義

録
を
買
つ
て
自
学
す
る
こ
と
に
し
た
。
翌
年
中
学
２
年
の
編
入
試
験
に
合
格
し
、
大
正
５
年
に
中
学
を
卒
業
し
た
」（
菊
池
勇
夫
「
九
大
と
私
」
社

会
法
研
究
会
『
菊
池
教
授
退
官
記
念　

業
績
目
録
』＜

昭
和
三
七
年
四
月＞

所
収
、
二
一
頁
）
人
物
が
一
高
～
東
大
～
留
学
～
帝
大
助
教
授
～
帝

大
教
授
と
駆
け
上
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
立
志
伝
中
の
人
物
な
の
で
あ
る
。


